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皇學館大学は、令和4年に
創立140周年再興60周年を迎えます

OPB 済み

中高大連携が活発化

　

旧
暦
八
月
八
日
は
守も

り

武た
け

忌

で
あ
る
。
令
和
四
年
は
九
月

三
日
に
当
た
る
▼
江
戸
時
代

ま
で
の
皇
大
神
宮
の
禰
宜
家

は
、
澤
田
、
薗
田
、
井い

の

面も

、 

佐そ
う
ち八

、
世
木
、藤
波
、中
川
の

七
家
が
務
め
た
▼
そ
の
う
ち
、

俳
諧
の
祖
と
し
て
知
ら
れ
る

荒
木
田
守
武
は
、
薗
田
家
の

人
で
あ
る
。
薗
田
家
は
平
安
、

鎌
倉
時
代
を
通
じ
て
振
る
わ

な
か
っ
た
が
、
室
町
時
代
に

な
っ
て
祖
父
守
房
が
よ
う
や

く
一
禰
宜
に
昇
り
、
繁
栄
を

手
に
し
た
▼
守
武
は
十
五
歳

で
十
禰
宜
に
就
く
。
こ
れ
は
、

母
方
の
祖
父
、
藤
波
氏
経
が

薨こ
う

じ
た
の
で
、
禰
宜
の
空
席

を
襲
っ
た
も
の
で
あ
る
▼
そ

の
後
、順
当
に
昇
進
し
、六
十

九
歳
で
一
禰
宜
・
長
官
に
就

い
て
、
神
宮
経
営
に
手
を
尽

く
し
た
▼
守
武
が
生
き
た
時

代
は
、
宇
治
山
田
合
戦
で
山

田
が
宇
治
を
焼
き
払
う
な
ど

混
乱
を
極
め
て
い
た
。
守
武

の
兄
・
守も

り

晨あ
さ

も
一
禰
宜
に
昇

進
し
た
も
の
の
、
御
師
ら
新

興
勢
力
と
の
確
執
の
中
に
あ

っ
て
在
任
わ
ず
か
六
日
で
自

ら
命
を
絶
っ
た
と
い
う
▼
そ

ん
な
中
で
守
武
が
「
元
日
や

神
代
の
こ
と
も
思
は
る
る
」

と
よ
ん
だ
の
も
神
宮
守
護
の

心
意
気
を
表
し
て
い
る
と
み

る
と
興
味
深
い
▼
俳
諧
と
い

え
ば
、
穏
や
か
な
軽
み
を
連

想
す
る
が
、
そ
の
誕
生
は
乱

世
の
束
の
間
の
楽
し
み
で
あ

っ
た
か
。
祖
を
守
り
俳
諧
を

守
り
守
武
忌　

虚
子
。

　妹
が
家
の

　
門か

ど

田た

を
見
む
と

　
　
　
う
ち
出で

来こ

し

心
も
著し

る

く

　
　
照
る
月つ

く

夜よ

か
も

大
伴
家
持

中高大連携が活発化
　
中
高
の
生
徒
た
ち
に
学
問
の
面
白
さ
や
奥
深
さ
に
触
れ
、
学
ぶ
意
欲
を

高
め
て
ほ
し
い
と
、
大
学
の
教
育
資
源
を
皇
學
館
中
学
校
・
高
校
に
展
開

し
、
さ
ら
な
る
教
育
環
境
の
充
実
を
め
ざ
す
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
。

	

日
本
文
化
部
、未
来
理
工
部
で

▼

	

部
活
魅
力
化
計
画
始
ま
る

	

英
語
授
業
に「
多
読
」を
導
入

▼

	

数
理
国
で
も
中
大
連
携
授
業
を
実
施

　

新
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
「
文

化
部
活
動
」
は
学
校
教
育
が
目
指
す

資
質
・
能
力
の
育
成
に
資
す
る
も
の

と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
本
校
は
こ
れ

ら
国
の
方
針
に
沿
い
改
革
を
進
め
て

お
り
、
今
年
度
の
事
業
計
画
と
し
て

「
塾
や
習
い
事
を
課
外
活
動
と
し
て

学
内
で
行
う
」
等
を
目
標
に
掲
げ
た
。

こ
の
計
画
に
基
づ
き
大
学
と
中
学
校

で
検
討
し
た
結
果
、
未
来
理
工
部
と

日
本
文
化
部
で
の
連
携
が
決
ま
り
、

７
月
16
日
に
本
学
教
育
学
部
の
大
杉

成
喜
教
授
が
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
講
習

会
、
淺
沼
博
本
学
特
別
招
聘
教
授
が

裏
千
家
茶
道
講
座
を
開
い
た
。

　

大
杉
教
授
の
研
究
室
を
訪
問
し
た

生
徒
４
名
は
大
杉
教
授
の

丁
寧
な
説
明
や
学
生
２
名

の
ア
ド
バ
イ
ス
の
も
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
に
挑
戦
。
参
加
し
た

山
下
輝
之
さ
ん（
２
年
）は

「m
icro:bit

を
使
っ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
体
験
は
と
て
も

新
鮮
だ
っ
た
」
と
話
し
た
。

　

大
学
記
念
館
茶
室
に
て

茶
道
体
験
を
し
た
の
は
日

本
文
化
部
の
９
名
。
淺
沼

教
授
よ
り
茶
道
の
歴
史
や

玄
関
で
の
作
法
、
つ
く
ば

い
の
作
法
な
ど
を
教
わ
り
、

季
節
の
和
菓
子
と
薄
茶
を

い
た
だ
い
た
。

	

高
大
接
続
を
強
化

▼

	

大
学
教
授
が
講
師
と
し
て
登
壇

　

教
育
学
科
の
上
野
祐
一

助
教
と
本
校
の
林
教
諭
が

５
月
24
日
、３
年
生
の「
数

学
Ⅲ
」
で
協
働
授
業
を
実

施
し
た
。
今
回
は
上
野
ゼ

ミ
の
学
生
も
講
師
と
し
て

参
加
し
、
充
実
し
た
授
業

と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
６
月
８
日
に
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学

科
の
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・

メ
イ
ヨ
ー
教
授
が
外
国
事

情
や
異
文
化
理
解
を
深
め

る
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
一
環
と
し
て
２
年
生
を

対
象
に
英
語
で
授
業
を
行

っ
た
。
テ
ー
マ
は
「
伊
勢
志
摩
国
立

公
園
に
お
け
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
」。
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
、
熱
気

に
満
ち
た
授
業
に
生
徒
た
ち
は
目
を

輝
か
せ
、
真
剣
に
耳
を

傾
け
て
い
た
。
参
加
し

た
中
村
光
里
さ
ん
（
２

年
）は「
伊
勢
志
摩
に
バ

リ
ア
フ
リ
ー
の
ト
イ
レ

が
思
っ
て
い
た
よ
り
た

く
さ
ん
あ
る
こ
と
を
初

め
て
知
っ
た
。
普
段
の

授
業
で
習
わ
な
い
こ
と

を
学
べ
、
と
て
も
楽
し

い
授
業
だ
っ
た
」
と
満

足
気
に
話
し
た
。

　

中
大
連
携
事
業
の
一
環
と
し
て
大

学
附
属
図
書
館
を
積
極
的
に
活
用
し

よ
う
と
、
英
語
の
授
業
に「
多
読
」を

取
り
入
れ
る
べ
く
準
備
を
進
め
て
い

る
。

　

本
学
附
属
図
書
館
の
「
多
読
コ
ー

ナ
ー
」
に
は
約
７
０
０
０
冊
の
テ
キ

ス
ト
が
揃
う（
学
園
報
88
号
参
照
）。
そ

こ
で
、「
多
読
」
の
授
業
で
は
こ
れ
ら

の
蔵
書
か
ら
習
熟
度
や
興
味
関
心
に

合
わ
せ
て
生
徒
が
自
ら
本
を
選
定
。

た
く
さ
ん
の
英
文
に
触
れ
イ
ン
プ
ッ

ト
量
を
増
や
す
こ
と
で
英
語
を
英
語

の
ま
ま
理
解
す
る
思
考
回
路
を
作
り
、

語
彙
力
や
読
解
力
の
伸
長
を
図
る
。

さ
ら
に
多
読
で
得
た
知
識
や
理
解
を

も
と
に
、
現
在
行
っ
て
い
る
オ
ン
ラ

イ
ン
英
会
話
で
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
、

英
語
学
習
へ
の
さ
ら
な
る
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
繋
げ
る
の
が
狙
い

だ
。

　

ま
た
数
学
・
理
科
・
国
語（
書
道
）

に
お
い
て
も
連
携
授
業
を
実
施
。
８

月
25
日
は
３
年
生
を
対
象
に
教
育
学

科
の
上
野
祐
一
助
教
が
数
学
、
30
日

は
同
学
科
の
澤
友
美
助
教
と
ゼ
ミ
生

の
二
宮
功
至
さ
ん（
教
育
４
）が
「
脊

椎
動
物
と
無
脊
椎
動
物
の
体
液
に
つ

い
て
調
べ
よ
う
」
と
の
テ
ー
マ
で
２

年
生
を
対
象
に
理
科
の
実
験
を
行
っ

た
。
９
月
６
〜
８
日
に
は
国
文
学
科

の
上
小
倉
一
志
教
授
が
全
学
年
の
生

徒
に
書
道
の
手
ほ
ど
き
を
し
た
。

　

今
後
も
学
園
と
し
て
の
ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、
中
高
大
連
携

を
積
極
的
に
推
し
進
め
て
い
く
。

　

西
井
優
菜
さ
ん（
３
年
）は
「
茶
道

の
歴
史
や
作
法
を
教
え
て
い
た
だ
き
、

『
温
故
知
新
』
を
感
じ
た
」
と
感
想
を

語
っ
た
。
な
お
、
日
本
文
化
部
は
大

学
邦
楽
部
の
学
生
か
ら
も
週
に
１
回

程
度
、
箏
の
実
技
指
導
を
受
け
て
い

る
。

　

今
回
の
取
り
組
み
は
今
後
も
継
続

し
て
い
く
。

中
学
校

高
　
校
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世界的コントラバス奏者への第一歩! 
大西梓菜さん（高3）が 
Winnersコンサートに参加 ほか

歌
ご
よ
み

大学附属図書館の多読コーナー

数
学
の
面
白
さ
を
説
く
上
野
助
教（
写
真
上
）。
授
業
で
は
学
生

も
講
師
と
し
て
登
壇

「ちゃ道」「さ道」といった読みの違いや茶葉伝来の経路、歴史の概略などにつ
いて解説する淺沼教授

緊張する生徒に学生が優しくアドバイス

クリストファー・メイヨー教授と英語でのやり取りを楽しむ生徒たち
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皇學館ミュージアム

貞明皇后の
神宮皇學館行啓フィルム

大正期の皇族の姿、皇學館学内の様子を伝える
　令和 ₃ 年夏頃、神道博物館から ₁ 本のビデオテープ
が見つかった。テープをデジタル化すると、大正時代
に神宮皇學館へ行啓された貞明皇后のお姿が映し出さ
れた。
　大正₁₁年（₁₉₂₂）₁₁月、皇后は病身の大正天皇の健康
回復を祈願するため伊勢神宮に参拝。その後、神宮皇
學館に行啓され授業を台覧された。フィルムは神宮参
拝を終え宇治橋を渡る場面から始まり、神宮皇學館の
本館（現在の記念館）に入った後、宇治山田市内の女子生
徒らの奉迎を受ける姿、山田駅（現在の伊勢市駅）に到着
する様子などが映されている。フィルム本体は劣化の
ため失われたと考えられるが、大正期の皇族の姿、当
時の皇學館の学内の様子を伝える貴重な史料である。
　創立₁₄₀周年・再興₆₀周年記念展示「伊勢と皇學館の
₁₄₀年」（ ₅ 月 ₂ 日～ ₈ 月₃₁日）は盛況のうちに終了した。
期間中の来場者は₂,₀₇₆名。

国史学科 助教　長谷川　怜

宗林正人名誉教授が逝去
　本学名誉教授の宗林正人氏が ₆ 月₂₃日に逝
去された。享年₉₅歳。長年本学で教鞭を執っ
てこられた氏はアブラムシ類研究の第一人者
として世界的に知られ、平成₂₃年春には瑞宝
中綬章を受章している（学園報₃₃号参照）。
　生前の本学園へのご貢献に感謝申し上げ、
教職員一同哀悼の意を表します。

「にょろ文字塾」学習会
参加者 ₆ 名を表彰

　「にょろ文字塾」は大学附属図書館のくずし
字学修支援企画で、楽しく学べる資料やコン
テンツを使って「くずし字」の読解力を身に
つけることを目的としている。今年度は学習
会の実施・manabaコンテンツの提供・「くず
し字瓦版」の発行を ₃ つの柱とし、学生の自
学自習に役立つ学修環境の充実を図っている。
　隔週で実施している学習会では研究開発推
進センター教員と連携し、「伊勢御師関係文
書」を読み進めており、今回 ₆ 名の学生が ₅ 回
参加を達成して表彰された。その一人、服部
司弥さん（国史 ₁）は「参加した当初はお手上
げ状態でしたが、先生や先輩、同学年の人と
楽しく文書を読んでいくことによってある程
度辞書を引いたり他の文書を見たりしながら
翻刻できるようになった」と喜び、横山大樹
さん（国史 ₂）は「ここで学んだ経験が生き、今
では自分の力でもある程度くずし字が読める
ようになった。目標は最後まで自力でくずし
字を読みきることなので、もっと﹃にょろ文字
塾﹄で学び、経験を重ねたい」と意欲を語った。
　「にょろ文字塾」は本学学生であれば誰でも
参加でき、様々なサービスを利用できる。興
味のある学生はぜひ参加を。
問合せ●大学附属図書館

令
和
３
年
度
優
良
教
育
実
践

中
山
教
授
、大
杉
教
授
、

谷
口
准
教
授
を
選
出

　
高
い
教
育
効
果
が
認
め
ら
れ
た
取
り
組
み
を
表
彰
す
る
「
令
和
３
年
度
優
良
教
育

実
践
」
に
神
道
学
科
・
中
山
郁
教
授
、
教
育
学
科
・
大
杉
成
喜
教
授
、
国
史
学
科
・

谷
口
裕
信
准
教
授
の
３
名
が
選
ば
れ
た
。

▔効
果
的
な
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の 

▔運
用
と
Ｓ
Ａ
の
活
用

　

中
山
教
授
は
初
年
次
ゼ
ミ
や
皇
学
入
門

等
に
お
け
る
先
進
的
な
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー

ニ
ン
グ
の
導
入
推
進
に
中
心
的
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。
令
和
３
年
度
は
試
験
的

に
運
用
し
て
い
た
Ｓ
Ａ
（
ス
チ
ュ
ー
デ
ン

ト
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）
を
本
格
的
に
活
用
し

た
こ
と
で
学
生
の
学
修
時
間
・
図
書
館
利

用
回
数
に
著
し
い
増
加
が
見
ら
れ
る
な
ど

大
き
な
成
果
を
上
げ
た
。
ま
た
、
日
本
文

化
概
説
Ⅱ
・
宗
教
学
講
義
Ⅱ
で
ア
ク
テ
ィ

ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
反
転
授
業
を
実
施
し
、ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
ス
キ
ル
の
維
持
向
上
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
実
績
は
令
和
５

年
度
に
向
け
新
た
な
演
習
科
目
を
設
定
す

る
上
で
重
要
な
指
標
と
な
っ
た
。

　

髙野助教と長谷川助教を表彰
令和 3年度職務表彰

　

皇
學
館
大
学
創
立
百
四
十

周
年
・
再
興
六
十
周
年
記
念

事
業
に
お
い
て
顕
著
な
功
績

が
あ
っ
た
と
し
て
、
神
道
学

科
の
髙
野
裕
基
助
教
と
国
史

学
科
の
長
谷
川
怜
助
教
に
表

新 任 教 職 員 紹 介
令和 ４年 ７月 1日付

　
❶出身地・経歴等　❷趣味・特技等
❸座右の銘　　　　❹一言メッセージ

　
企画部（皇學館サービス）事務嘱託

大
お お

山
や ま

 あすか
❶三重県　❷バドミントン
❸一日一生　❹皆様のお役に立て
るよう頑張っていきたいと思います。

財務部会計担当 事務嘱託

澤
さ わ

山
や ま

 文
あ や

美
み

❶三重県　❷ピアノ
❸継続は力なり　❹一つの作業に
集中し、ミスのないよう取り組んでいきたい
と思います。

神職養成部神職養成担当 
事務嘱託

山
や ま

下
し た

 華
か

奈
な

❶三重県　❷読書　❸一期一会
❹穏やかに、常に笑顔を心掛け、何事にも励
んでいきたいと思います。

◢ ◣

人事異動 
◥ ◤

■ 退　職 ▶� 令和 ４ 年 ７月３1日付
神職養成部神職養成担当 主事  鈴木　　烈

■ 配置換 ▶� 令和 ４ 年 ９月 1日付
大学事務局次長（企画部部長 兼務）  森　　正樹

▔Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業・学
生
指
導 

▔　m
anaba

と 
▔　

G
oogle W

orkspace

を
使
用　

　

コ
ロ
ナ
禍
で
教
員
や
他
の
学
修
者
と
直

接
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
が
制
限
さ
れ
る
中
、

大
杉
教
授
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
最
大
限
に
活
用
し

授
業
改
善
・
学
生
指
導
改
善
に
努
め
た
と

し
て
高
い
評
価
を
得
た
。

　

学
生
た
ち
は
ク
ラ
ウ
ド
型
教
育
支
援
シ

ス
テ
ムm

anaba

や
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
ツ

ー
ルG

oogle W
orkspace

を
使
う
こ
と

で
フ
ァ
イ
ル
共
有
や
チ
ー
ム
で
の
議
論
等

が
容
易
に
な
り
、
学
修
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
も
管
理
し
や
す
く
な
っ
た
。
ま
ん
延

防
止
措
置
の
た
め
各
ゼ
ミ
で
の
実
施
と
な

っ
た
卒
論
構
想
発
表
会
で
は
教
育
学
部
3

年
生
が
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
の
研
究
会
に
遠

隔
参
加
し
発
表
や
質
疑
応
答
を
行
う
な
ど
、

大
杉
教
授
の
授
業
で
身
に
付
け
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
と
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
技

能
が
発
揮
さ
れ
た
。

▔入
学
準
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
に 

▔manaba

を
導
入
し 

▔基
礎
学
力
定
着
を
図
る

　

国
史
学
科
で
は
高
校
日
本
史
Ｂ
の
基
礎

的
学
力
を
定
着
さ
せ
る
入
学
準
備
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
て
き
た
が
、
採
点
や
返
送

に
手
間
と
時
間
を
要
し
当
初
の
目
的
を
十

分
に
達
成
で
き
な
い
問
題
が
あ
っ
た
。
谷

口
准
教
授
はm
anaba

の
ド
リ
ル
機
能
を

利
用
し
て
満
点
が
と
れ
る
ま
で
入
学
予
定

者
が
主
体
的
に
繰
り
返
し
問
題
に
取
り
組

む
方
法
を
導
入
。
ま
たm

anaba

に
入
学

前
か
ら
慣
れ
て
お
く
こ
と
で
、
入
学
後
の

学
修
へ
の
速
や
か
な
移
行
を
め
ざ
し
た
。

本
実
践
は
中
期
行
動
計
画
で
定
め
ら
れ
て

い
る
初
年
次
で
の
Ｌ
Ｍ
Ｓ
を
活
用
し
た
事

前
・
事
後
学
修
の
推
進
に
寄
与
す
る
と
と

も
に
、
高
校
と
大
学
の
学
修
を
効
果
的
に

接
続
す
る
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

彰
状
が
贈
ら
れ
た
。

　

同
記
念
事
業
で
は
田
浦
雅

徳
委
員
長
の
も
と
記
念
誌

『
飛
躍
と
発
展
の
十
年
』が
発

刊
さ
れ
、
ま
た
大
島
信
生
部

会
長
の
も
と
佐
川
記
念
神
道

博
物
館
に
て
記
念
展
示
「
伊

勢
と
皇
學
館
の
１
４
０
年
」

が
開
催
さ
れ
た
。
髙
野
助
教
、

長
谷
川
助
教
は
両
方
に
携
わ

り
、
執
筆
・
編
纂
や
展
示
計

画
、
実
施
、
記
念
展
示
図
録

の
作
成
に
従
事
。
献
身
的
な

仕
事
ぶ
り
で
同
記
念
事
業
の

完
遂
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
た
。

学内を歩かれる貞明皇后（現在の2号館前付近）

※映像は10月中に本学デジタルアーカイブで公開予定 
（公式ホームページの図書館・出版部からアクセスできます）

神道学科
教授
中　山　　郁

教育学科
教授
大 杉 成 喜

国史学科
准教授
谷 口 裕 信

長谷川怜助教 髙野裕基助教

インフォメーション

スポーツ

アカデミック

グローバル

地 域 連 携

カルチャー＆スポーツ

Information

Academic

Global

Sports

Regional Collaboration

Culture & Sports
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倉
田
山

春
秋

卒業生奮闘中 !

卒業生奮闘中 !

卒業
生
闘中!奮

卒業生

闘中!奮

私の
学生
時代

私
の

学
生
時
代

私の
学生
時代
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皇
學
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ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

皇
學
館

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

K
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A
R
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令和 ₃ 年度は 
₂ 件の受託研究を実施

　受託研究とは学外諸団体等から研究・調査
等の委託を受け研究を行い、その研究成果を
委託先に報告するものである。令和 ₃ 年度は
₂ 件の研究委託を受けた。地域シンクタンク
としての機能を一層高め、産官学の連携強化、
研究を通じ社会貢献を図っていく。

令和 ₄ 年度チャレンジプロ
ジェクトに ₂ 件採択
　チャレンジプロジェクトは大学全体の活力
向上に寄与することをめざし、「学内活性化」

「地域との連携」に関わる学生からのチャレン
ジ企画を募集し、優秀な企画に活動支援金を
支給する取り組みである。

　

令
和
４
年
度
は
、
本
学
よ
り
６
件
の

研
究
課
題
が
科
学
研
究
費
助
成
事
業

（
通
称
「
科
研
費
」）に
採
択
さ
れ
た
。（
左

表
の
と
お
り
）

　

科
研
費
は
、
人
文
学
、
社
会
科
学
か

ら
自
然
科
学
ま
で
の
す
べ
て
の
分
野
に

わ
た
り
、
基
礎
か
ら
応
用
ま
で
の
あ
ら

ゆ
る
学
術
研
究
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
競
争
的
研
究
費
で
、
ピ
ア

レ
ビ
ュ
ー
（
専
門
分
野
の
近
い
複
数
の
研

究
者
に
よ
る
審
査
、
評
価
す
る
シ
ス
テ
ム
）

に
よ
る
審
査
を
経
て
、
独
創
的
・
先
駆

的
な
研
究
に
対
し
て
研
究
費
が
助
成
さ

れ
る
。

　令
和
４
年
度
科
研
費
に

6
研
究
が
採
択

　

３
年
ぶ
り
に
■文
■学
■散
■歩
開
催

　
６
月
26
日
に
国
文
学
会
主
催
に
よ
る
文
学
散
歩
が
行
わ
れ
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
今
回
は
、学
生
1３
名
、教

員
７
名
、
計
20
名
が
参
加
し
た
。
以
下
に
学
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

歴
史
あ
る
伊
勢
の
街
を
歩
い
て

　
国
文
学
科
３
年
　
山
本
陽
菜

梅う
め

北き
た 

瑞み
ず

輝き

さ
ん

宮
崎
県
立
飯
野
高
等
学
校
指
導
教
諭（
宮
崎
県
ス＊
ー

パ
ー
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
）、文
部
科
学
省
事
業
事
務
局
長（
普

通
科
改
革
、Ｗ
Ｗ
Ｌ
連
携
）、地
域
団
体
Ａ
Ｐ
Ｅ
え
び
の

代
表
、全
国
高
校
生
マ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
宮
崎
実
行

委
員
長
、地
域
み
ら
い
留
学
推
進
協
議
会
理
事
、え

び
の
市
起
業
家
応
援
団
等

国
史
学
科（
大
学
36
期
・
平
成
13
年
３
月
）卒

　

卒
業
後
、
念
願
で
あ
っ
た
高
校

教
師
と
な
り
、
平
成
20
年
か
ら
宮

崎
県
立
飯
野
高
校
で
教
鞭
を
執
っ

て
い
ま
す
。本
校
の
教
育
の
柱
、地

域
を
学
び
の
舞
台
と
し
て
取
り
組

む
「
探
究
型
学
習
」
が
全
国
的
に

注
目
を
浴
び
、
現
在
は
指
導
教
諭

（
ス
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
）と
し
て

「
地
域
探
究
活
動
」の
授
業
を
公
開

し
た
り
、
県
内
外
で
教
員
研
修
や

講
演
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

学
校
の
魅
力
化
計
画
の
一
つ
と

し
て
平
成
26
年
に
始
ま
っ
た
探
究

型
学
習
で
す
が
、
自
発
的
、
主
体

的
に
行
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
生

徒
を
目
の
当
た
り
に
し
て
非
常
に

手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。
最
初

は
モ
デ
ル
を
作
り
、
そ
れ
を
生
徒

が
踏
襲
す
る
形
で
進
め
ま
し
た
。

今
で
は
上
級
生
の
活
動
を
見
本
に

下
級
生
が
自
分
の
関
心
の
あ
る
事

柄
を
深
掘
り
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
て
い
ま

す
。
た
と
え
ば
、
自
衛
隊
に
興
味

が
あ
っ
た
生
徒
は「
国
際
平
和
」を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
考
え
を
掘
り
下
げ

て
い
っ
た
結
果
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
イ
エ
メ
ン

産
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
販
売
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
の
ア

イ
デ
ア
は
数
々
の
大
会
で
入
賞
し

て
お
り
、〝
伴
走
者
〟
と
し
て
は
頼

も
し
い
限
り
。
課
題
の
解
決
に
向

け
ま
ず
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と

を
起
点
に
、
地
元
の
大
人
を
巻
き

込
む
こ
と
で
よ
り
実
効
性
・
実
行

性
の
高
い
提
案
に
。
そ
の
成
功
体

験
が
自
信
と
な
り
、
ア
ク
シ
ョ
ン

を
起
こ
せ
る
人
財
育
成
へ
と
繋
が

っ
て
い
ま
す
。

　

今
や
自
走
し
て
学
び
を
取
り
に

行
く
時
代
。
受
け
身
の
ま
ま
で
は

社
会
に
つ
い
て
い
け
ま
せ
ん
。
教

員
を
め
ざ
す
学
生
に
は
そ
う
し
た

変
化
を
見
据
え
、
教
育
活
動
を
し

て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
先
日
、

同
級
生
と
令
旨
の
話
題
に
な
り
ま

し
た
。「
之
ヲ
実
際
ニ
運
用
セ
シ
メ

…
」
と
あ
っ
た
が
、
本
当
に
そ
の

通
り
だ
と
。
後
輩
の
皆
さ
ん
の
熱

い
志
、
学
び
の
成
果
が
存
分
に
発

揮
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

＊スーパーティーチャー：優れた指導力を持つ教諭として認定されるもので、授業を公開したり研修会の講師を務め、県内教員の指導力向上を図る。

　

今
回
の
文
学
散
歩
で
は
、
伊
勢
市
に

あ
る
文
学
ゆ
か
り
の
史
跡
を
訪
れ
た
。

道
の
り
は
、
外
宮
と
内
宮
を
繫
ぎ
、
か

つ
て
伊
勢
参
り
で
賑
わ
っ
た
古
市
街
道

か
ら
伊
勢
神
宮
の
手
前
に
あ
る
お
は
ら

い
町
ま
で
だ
。
当
日
の
朝
は
雨
が
降
っ

て
い
た
が
午
後
に
な
る
と
雨
が
上
が
り

雲
ひ
と
つ
な
い
快
晴
で
、
伊
勢
の
魅
力

を
存
分
に
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

私
が
今
回
の
文
学
散
歩
で
最
も
印
象

に
残
っ
た
の
は
、
最
後
に
訪
れ
た
神
話

の
館
で
あ
る
。
神
話
の
館
は
、
お
か
げ

横
丁
に
あ
り
、
日
本
神
話
の
世
界
を
映

像
と
立
体
展
示
で
体
感
で
き
る
施
設
だ
。

立
体
展
示
で
は
日
本
神
話
に
出
て
く
る

神
が
和
紙
で
製
作
さ
れ
て
お
り
、
色
が

つ
い
て
い
な
い
た
め
自
分
で
想
像
し
な

が
ら
楽
し
め
た
と
こ
ろ
が
特
に
印
象
に

残
っ
た
。

　

私
は
三
重
県
出
身
で
は
な
い
た
め
、

伊
勢
神
宮
の
よ
う
な
有
名
な
観
光
地
し

か
行
っ
た
こ
と
が
無
く
、
伊
勢
市
の
歴

史
や
史
跡
に
つ
い
て
全
く
知
ら
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
今
回
の
文
学
散
歩
で
は

伊
勢
市
に
あ
る
文
学
ゆ
か
り
の
史
跡
や

資
料
館
を
訪
れ
、
先
生
方
の
説
明
を
聞

く
こ
と
が
で
き
た
。
徒
歩
で
な
け
れ
ば

気
付
か
な
い
場
所
が
多
く
、
普
段
は
通

り
過
ぎ
て
し
ま
う
場
所
に
こ
の
よ
う
な

歴
史
が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
新
し
い
学

び
が
多
く
あ
っ
た
。
ま
た
、
訪
れ
た
こ

と
が
あ
る
場
所
で
も
今
ま
で
気
づ
か
な

か
っ
た
こ
と
や
新
た
な
発
見
が
あ
り
、

と
て
も
有
意
義
な
時
間
だ
っ
た
。

【地域との連携】地元の食材を通して
海と陸の豊かさを守ろうプロジェクト
代表◦稲本栞奈（教育 3）� サポート教員◦駒田教授

今までの活動は、三重県の豊かな食材を生かすこと
で将来の消費者となる子どもたちやその保護者の地
域食材への関心度を高めてきた。活動する中で行政
や第 ６ 次産業に取り組むベルファームとも繋がりを
持つことができたので、今年度はそれら団体と連携を
組みながら今日的課題であるSDGsやフードロスとい
った問題もテーマに加え、地域との連携をさらに深め
教育研究に生かしていく。

【地域との連携】中学校理科の教材開発と
授業支援プログラムの構築プロジェクト
代表◦杉山瑞姫（教育 4）� サポート教員◦澤助教

理科教育学および生物学研究室では、これまで昆虫
を使った観察・実験教材の開発とそれらを用いた授
業支援を保育所・幼稚園、小学校、高等学校で行って
きたが、中学校ではまだ行っていない。そこで研究室
に中学校二種免許（理科）に必要な単位修得をめざす
学生がいることもあり、今年度は中学校 １ 年生に焦
点を絞り、観察・実験の教材開発及び授業支援プログ
ラムの構築を行う。

令和 4年度 科研費新規採択課題一覧
研究課題名 研究代表者
研究種目	 研究期間

１
昭和十年代における「国学的なるもの」の興隆と
衰亡	 （課題番号：22K００33０）

文学部教授
田 中 康 二

基盤研究（C）	 令和 4年度〜令和 ７年度

２
初級英語学習者の「対話能力」の評価　「面接型」
テストと「対話型」テストの比較　	 （課題番号：22K００７4８）

文学部准教授
川 村 一 代

基盤研究（C）	 令和 4年度〜令和 ６年度

３
後見支援員を活用した公的後見システムの構築
　意思決定権の保障に向けて　	 （課題番号：22K０2０2０）

現代日本社会学部教授
鵜 沼 憲 晴

基盤研究（C）	 令和 4年度〜令和 ７年度

４
古典籍の蒐集と書写を通してみた澤瀉久孝「万葉
学」形成過程の基礎的研究	 （課題番号：22K００3０６）

文学部教授
橋 本 雅 之

基盤研究（C）	 令和 4年度〜令和 ６年度

５
宴歌を対象とした平安期における社交詠の研究
� （課題番号：22K１3０4７）

文学部助教
吉 井 　祥

若手研究	 令和 4年度〜令和 ６年度

6
昭和期における徳冨蘆花文学の受容と再創造に
関する研究� （課題番号：22K2０００７）

文学部助教
平 石 　岳

研究活動スタート支援	 令和 4年度〜令和 ５年度

　
玉城町明るい未来づくりに関する調査研究
研究担当者◦池山　敦（教育開発センター 准教授）
契約相手先◦玉城町
受 託 期 間◦令和3年５月１9日〜令和4年3月１８日
　
地域活性化対策（活動計画策定事業）支援業務
委託
研究担当者◦池山　敦（教育開発センター 准教授）
契約相手先◦宿田曽地域活性化協議会
受 託 期 間◦令和3年１2月2１日〜令和4年3月3１日
　

麻吉旅館前を散策浦田町にある澤瀉久孝博士の墓前

猿田彦神社駐車場にある本居宣長の歌碑

インフォメーション

スポーツ

アカデミック

グローバル

地 域 連 携

カルチャー＆スポーツ

Information

Academic

Global

Sports

Regional Collaboration

Culture & Sports
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令和₄年度  
オープンキャンパスを開催
のべ₁₆₉₁名が参加 
キャンパスツアーも再開
　恒例のオープンキャンパスが ₆ 月から ₈ 月
にかけて開催された。過去 ₂ 年間は予約者の
みの参加としていたが、今年度は予約不要で
定員制限を設けず開催した。
　未来発見セミナー（ ₆ 月）、模擬講義（ ₇ 月）、
体験型プログラム（ ₈ 月）、AO対策講義（ ₈ 月）、
入試説明会、個別相談会、キャンパスツアー
を実施し、のべ₁₆₉₁名（生徒：₁₁₄₁名、付添者
₅₅₀名）が来場する盛況ぶりであった。
　未来発見セミナーでは卒業後、教員・神職・
公務員や一般企業等で活躍している館友を講
師に迎え、大学時代に取り組んだことや就職
活動、仕事のやりがい等をお話いただいた。入
学から就職のことまでイメージしやすいと大
変好評であった。
　体験型プログラムでは、蓄音機を使用し実
際に音を聞いて体験する「音の歴史」（国史学
科）や micro:bit を用いたリモコンカープログ
ラム作成を体験する「小学校プログラミング
教育の実践例」（教育学科）といった大学ならで
はの専門性の高い講義が行われた。
　ほか、コロナ禍により過去 ₂ 年間実施して
いなかったキャンパスツアーを再開した。各
学科に分かれ、よく利用する施設を中心に案
内・説明する内容で、多くの学生スタッフが
活躍した。

　文
理
の
枠
を
超
え
Ｓス

テ

ィ

ー

ム

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
を
推
進

鳥
羽
商
船
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結

　

実
社
会
が
抱
え
る
諸
問
題
の
解

決
に
分
野
横
断
的
な
視
点
か
ら
ア

プ
ロ
ー
チ
し
社
会
的
価
値
を
創
造

で
き
る
資
質
・
能
力
を
持
っ
た
人

材
を
育
成
し
よ
う
と
、
本
学
と
鳥

羽
商
船
高
等
専
門
学
校
は
次
の
項

目
で
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
た
。

協
定
の
有
効
期
間
は
締
結
か
ら
５

年
間
。

①
共
同
教
育
及
び
共
同
研
究
等

の
実
施
と
こ
れ
に
伴
う
学
生・

教
職
員
の
交
流

留 学 生 I N T E R V I E W
　
　
日
本
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か

け
は
何
で
す
か
。

カ
タ
ジ
ナ
さ
ん
●
テ
レ
ビ
で
見
た
ア

ニ
メ「BLEACH

」
が
と
て
も
面
白

か
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
日
本
の

文
化
や
音
楽
、
日
本
語
の
き
れ
い
さ

に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

　
　
研
究
テ
ー
マ
の
一
つ
に
「
祭
式

を
神
職
の
立
場
か
ら
理
解
す
る
」
を

掲
げ
た
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

カ
タ
ジ
ナ
さ
ん
●
４
年
前
、
学
習
院

女
子
大
学
に
１
年
間
留
学
し
た
際
、

巫
女
と
し
て
神
社
に
奉
仕
す
る
機
会

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、
参
拝
者

が
立
ち
入
れ
な
い
場
所
に
入
ら
せ
て

い
た
だ
き
、
神
職
の
仕
事
に
興
味
が

湧
き
ま
し
た
。

　
　
本
学
で
神
道
や
神
職
に
つ
い
て

学
ぶ
中
で
発
見
は
あ
り
ま
し
た
か
？

カ
タ
ジ
ナ
さ
ん
●
玉
串
奉
奠
の
作
法

に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と

が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
最
初
は

「
簡
単
そ
う
」と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
神

様
の
た
め
に
一
番
き
れ
い
に
見
え
る

よ
う
玉
串
の
持
ち
方
か
ら
指
の
形
、

頭
を
下
げ
る
角
度
ま
で
、
注
意
深
く

行
わ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
す
べ

て
の
所
作
に
理
由
、
根
拠
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
皇
學
館
大
学
は
祭
祀
や

神
道
に
関
す
る
資
料
が
充
実
し
て
い

て
素
晴
ら
し
い
で
す
。

　
　
カ
タ
ジ
ナ
さ
ん
が
思
う
神
道
の

特
徴
と
は
？

カ
タ
ジ
ナ
さ
ん
●
死
後
を
考
え
る
他

の
宗
教
と
違
い
、
神
道
は
「
生
き
て

い
る
今
」
に
集
中
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

　
　Instagram

で
留
学
生
活
に

つ
い
て
発
信
し
て
い
ま
す
が
、
反
応

は
い
か
が
で
す
か
？

カ
タ
ジ
ナ
さ
ん
●
皇
學
館
大
学
を
知

ら
な
い
人
に
そ
の
魅
力
を
伝
え
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。私
のInstagram

を
通
し
て
東
京
か
ら
伊
勢
に
来
て
く

れ
た
人
も
い
ま
し
た
。
祭
式
教
室
な

ど
お
気
に
入
り
の
写
真
を
ア
ッ
プ
し

て
い
る
の
で
、
た
く
さ
ん
の
人
に
見

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　
本
学
で
は
世
界
各
地
の
留
学
生
が
日
本
の
伝
統
文
化
や
神
道
に
つ
い
て
学

ん
で
い
ま
す
。
本
企
画
で
は
令
和
2
年
に
本
学
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ワ
ル
シ
ャ

ワ
大
学
と
締
結
し
た
学
術
交
流
協
定（
学
園
報
8４
号
参
照
）に
基
づ
き
、
研
究
生

と
し
て
今
年
４
月
に
来
日
し
た
同
大
学
院
生
の
カ
タ
ジ
ナ
・
ド
ゥ
リ
ア
シ
＝

グ
ガ
ワ
さ
ん
に
日
本
で
の
生
活
や
研
究
の
成
果
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

　
②
小
中
学
校
へ
の
出
前
授
業
の

共
同
実
施

③
地
方
創
生
事
業（
地
域
振
興
事

業
）の
共
同
実
施

④
両
者
が
相
互
に
関
心
を
有
す

る
分
野
に
お
け
る
情
報
及
び

資
料
の
提
供

⑤
国
際
交
流
に
関
す
る
こ
と

⑥
そ
の
他
前
条
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら

れ
る
事
項

　

６
月
24
日
に
本
学
で
行
わ
れ
た

締
結
式
で
鳥
羽
商
船
高

等
専
門
学
校
の
和
泉
充

校
長
は
「
Ｓ＊
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

教
育
の
Ａ（
教
養
・
ア
ー

ト
等
）
の
部
分
で
皇
學

館
大
学
と
強
く
連
携
で

き
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。
ま
た
両
校
で
は

地
域
課
題
学
修
を
展
開

し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

も
皇
學
館
大
学
が
推
進

し
て
き
た
Ｃ
Ｌ
Ｌ
活
動

の
中
で
指
導
・
協
力
を

得
て
き
た
。
今
後
の
多

面
的
な
展
開
が
楽
し

カタジナさんのInstagramは
こちらから!

ユーザーネーム

nemi_etc

第２3回
高校生英語スピーチコンテスト

開催のご案内

スピーチ動画募集中
　文学部コミュニケーション学科では三重
県教育委員会・三重県高等学校英語教育研
究会の後援を得て、高校生の皆さんを対象
とした第₂₃回高校生英語スピーチコンテス
トを開催いたします。今年度も新型コロナ
ウイルス感染症拡大防止のため、スピーチ
動画を募集します。日頃の勉強の成果を試
すこの機会に、ぜひとも皆さんのご応募を
お待ちしております。実施要項・
応募書類については右記をご覧
ください。

令和 ₄ 年
応募期間 ₉月₁₆日㈮～₁₀月₁₄日㈮必着

お問合わせ先
皇學館大学 
文学部コミュニケーション学科研究室
ｅ‐ｍａｉℓ commu@kogakkan-u.ac.jp

み
」
と
挨
拶
を
述
べ
、
河
野
訓
学

長
は
「
伊
勢
志
摩
に
あ
る
高
等
教

育
機
関
と
し
て
文
理
の
枠
を
超
え

そ
れ
ぞ
れ
の
持
っ
て
い
な
い
と
こ

ろ
を
助
け
合
い
、
双
方
の
学
生
が

豊
か
に
学
び
、
地
域
の
活
性
化
の

力
と
な
る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て

い
る
」
と
話
し
た
。
７
月
21
日
に

は
本
学
に
て
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン

ト
が
開
か
れ
、
鳥
羽
商
船
情
報
機

械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
の
江
崎
修
央

教
授
が
講
師
と
し
て
登
壇
し
学
生

起
業
の
取
り
組
み
を
紹
介
。
学
生

た
ち
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

＊
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育

　

科
学（S

cience

）、技
術（Technology

）、

工
学（E

ngineering

）、ア
ー
ト（A

rt
）、数

学（M
athem

atics

）の
５
つ
の
領
域
で

の
学
習
を
実
社
会
で
の
問
題
発
見
・
解

決
に
生
か
し
て
い
く
教
科
等
横
断
的
な

学
び
。

留学生サポーターの学生たちと記念撮影するカタジナさん（前列左から3人目）。充実した留学を終えポーランドに帰国した

今後の展開に期待を寄せる河野学長（左）と和泉校長

質問に答える江崎教授

キャンパスツアーで説明する学生

装束着付け体験も盛況

インフォメーション

スポーツ

アカデミック

グローバル

地 域 連 携

カルチャー＆スポーツ

Information

Academic

Global

Sports

Regional Collaboration

Culture & Sports

インフォメーション

スポーツ

アカデミック

グローバル

地 域 連 携

カルチャー＆スポーツ
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Global

Sports
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皇學館大学出版部

出版物のご案内
皇學館大学出版部では学術図書・啓蒙図書・教科
書・参考書の刊行を行っています。

講 演 叢 書� 各 B 6 判・本体477円＋税

第１９１輯 ノンバーバル・コミュニケーションの役割文学部教授　芳賀康朗著

第１９２輯 ハザードマップと旧版地形図の読み方
文学部准教授　桐村　喬著

第１９３輯 言語の違いが物事の捉え方に及ぼす影響
文学部助教　玉田貴裕著

第１９４輯 令和を生き抜く感情コントロール方略
文学部准教授　髙沢佳司著

第１９５輯 海を渡った日本古典
文学部教授　クリストファー・メイヨー著

第１９６輯 英語教科書からみる英語教育の変遷
文学部教授　豊住　誠著

ご注文の際は、大学ホームページから
お申込みください。
　

₃ 年ぶりに「萼の会地区別
教育懇談会」を開催

　大学の教職員が各地に赴き、本学の教育方
針や個別の修学状況について説明を行う「萼
の会地区別教育懇談会」を ₈ 月₂₇日～ ₉ 月 ₃
日にかけて開催した。新型コロナウイルス感
染症の影響により過去 ₂ 年は中止しており、
令和元年度以来の開催となった。開催した全
国 ₄ 会場（伊勢・名古屋・神戸・福岡）には計₂₀₀名
の保護者の皆様にご参加いただいた。「全体
会」では萼の会本部役員の挨拶に続き、河野
訓学長（神戸会場は齋藤平学生部長）が大学の現
況について説明した。「個別懇談会」では各学
科の教員が保護者に対して、履修状況や成績
および学生生活について説明し、保護者から
の質問や相談に適宜対応した。また、個別懇
談会と並行して、就職担当者等による相談ブ
ースも設置した。
　「萼の会」は、本学の保護者会の名称で、学
生を「花」に、保護者を花を支える「萼

が く

」に例
えたことに由来する。今後とも、萼の会の運
営へのご協力をお願いします。

皇學館中学校生徒が 
「能楽」を満喫

　皇學館中学校で能楽を学ぶ特別授業が ₅ 月
₂₄日、能楽鑑賞会が ₆ 月 ₈ 日にそれぞれ行わ
れた。これは文化庁主催「文化芸術による子
供育成推進事業」の一環。大槻能楽堂（大阪市）
の方々が本校を訪れ、特別授業では₆₅₀年以上
続く能楽の歴史や面の特徴、役柄などをクイ
ズを交え説明した。本校の校歌を能楽のメロ
ディーにのせて披露したり、生徒が小鼓や太
鼓の演奏を身振りで表現する「エア囃子」を
楽しむ場面もあり、伝統文化である能楽を身
近に感じたようだ。能楽鑑賞会では「安達原」
を堪能した。
　 ₂ 年A組の東村虹都さんは「言葉が少し難
しかったが、声の強弱や演じ手のしぐさなど
でストーリーをたどることができた。能楽は
奥深いと思った」と感想を話した。

●写真部
竹 本 紘 子 出展

奥 田 春 斗 出展

　ク
ラ
ブ
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
募
金

授
与
式
を
開
催

　

令
和
４
年
６
月
22
日
、
本
部
大
会
議
室

に
て
皇
學
館
ク
ラ
ブ
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
募

金
授
与
式
が
行
わ
れ
た
。

　

令
和
２
年
11
月
に
開
設
し
た
「
皇
學
館

ク
ラ
ブ
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
募
金
」
は
、
ク

ラ
ブ
活
動
に
力
を
注
ぐ
学
生
・
生
徒
へ
の

支
援
を
お
願
い
す
る
も
の
。
贈
ら
れ
た
メ

ッ
セ
ー
ジ
は
本
学
公
式
Ｈ
Ｐ
上
の
「
寄
付

金
ペ
ー
ジ
」に
て
公
表
し
、募
金
は
寄
付
者

が
指
定
し
た
ク
ラ
ブ
に
直
接
配
分
さ
れ
る
。

　

授
与
式
の
冒
頭
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
大
変

な
状
況
の
中
、
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
こ

と
に
感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ
た
河
野
訓
学

長
は
、
今
後
の
ク
ラ
ブ
活
動
の
強
化
・
充

実
に
役
立
た
て
て
も
ら
い
た
い
と
選
手
た

ち
を
激
励
。
そ
の
後
、
ク
ラ
ブ
代
表
者
に

寄
付
金
が
手
渡
さ
れ
た
。

　

ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
皆
様
に
こ
の
場

を
お
借
り
し
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

駅
伝
競
走
部
近
況
報
告
（
令
和
4
年
9
月
1
日
）

２
年
ぶ
り
の
合
宿
地
よ
り

　

日
頃
よ
り
駅
伝
競
走
部
の
活
動
に
ご
理

解
ご
協
力
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
も
い
よ
い
よ
秋
の
レ
ー
ス
期

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
駅
伝
シ
ー

ズ
ン
到
来
で
す
。

　

一
昨
年
は
９
月
初
旬
ま
で
春
の
授
業
が

延
長
さ
れ
、
昨
年
は
８
月
に
入
っ
て
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
が
伊
勢
で
も
拡
大
し
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
毎
年
行
っ
て
い
る
８
月
の

強
化
合
宿
を
中
止
し
ま
し
た
。
今
年
は
、

例
年
通
り
、
信
州
・
菅
平
高
原
で
の
夏
合

宿
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
２
年
で
部
員
数
も
大
幅
に
増
え
、

陸
上
・
長
距
離
だ
け
の
合
宿
と
し
て
は
、非

関
東
校
に

は
な
い
大

所
帯
で
の

合
宿
で
す
。

今
夏
は
特

に
暑
さ
の

厳
し
い
８

月
で
し
た

の
で
、
こ

の
菅
平
高
原
は
、
朝
夕
20
℃
を
下
回
る
環

境
に
、
長
距
離
の
選
手
と
し
て
は
、
と
て

も
練
習
効
率
が
上
が
り
ま
す
。
ま
た
標
高

１
３
０
０
ｍ
を
超
え
る
準
高
所
環
境
は
心

肺
機
能
を
向
上
さ
せ
る
の
に
も
っ
て
こ
い

の
場
所
。
そ
ん
な
中
で
、ト
ラ
ッ
ク
・
ロ
ー

ド
・
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
と
多
彩

な
練
習
コ
ー
ス
を
利
用
し
て
強
化
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
も
出
雲
、
全
日
本

の
２
大
駅
伝
へ
の
出
場
が
決
ま
っ
て
い
ま

す
。
出
雲
は
12
位
、
全
日
本
は
16
位
。「
変

化
」と「
成
長
」
〜
歴
史
を
作
る
挑
戦
〜

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
不
安
な
日
々
を
学
生
ら
も

送
っ
て
い
ま
す
が
、そ
ん
な
中
で
も
、応
援

し
て
く
だ
さ
る
た
く
さ
ん
の
方
々
に
明
る

い
ニ
ュ
ー
ス
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
挑
み

ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
支
援
ご
声
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

 

駅
伝
競
走
部
監
督
　
日
比
勝
俊

　 ₇月₂₃日から ₈ 月₂₃日まで、₁カ月にわたり四国で開催され
た全国高校総合体育大会「躍動の青い力 四国総体₂₀₂₂」と₇月
₃₁日から ₈ 月 ₄ 日に行われた全国高校総合文化祭「とうきょう
総文₂₀₂₂」。総体にはバドミントン部と陸上競技部が出場し、男

子₁₁₀mHで打田快生さんが ₄ 位入賞を果たすなど日頃の練習
の成果を発揮した。総文祭には写真部の ₂ 名が出展した。奥田
春斗さんの作品は多重露光の技法により、₁ 枚の作品に ₂ 枚
分の画像を重ねている。（打田さん、竹本さんは本紙 ₈ 面に関連記事）

全国高校総体・総文祭 結果

●バドミントン部

女子学校対抗 ₂ 回戦進出

女子個人対抗
ダブルス

吉 居 　 要
澤 原 　 黎

₂ 回戦進出

梅 本 りずむ
荒 木 宥 羅

出場

女子個人対抗
シングルス

吉 居 　 要 ₃ 回戦進出

梅 本 りずむ 出場

男子個人対抗
シングルス 坂 本 大 芽 出場

●陸上競技部
打 田 快 生 ₁₁₀mハードル ₄ 位（₁₄秒₈₇）

河 北 柊 真 ₁₁₀mハードル 準決勝進出
（₁₄秒₇₀）

中 山 竣 介 三段跳 予選出場
（₁₃m₉₃）

田 中 大 智 棒高跳 出場

海老原有緯子 棒高跳 ₁₅位（ ₃ m₄₀）

土 井 なつみ 三段跳 ₃₄位（₁₁m₁₄）

白 井 澪 奈 棒高跳 出場

淺 井 琥 桃 走高跳 出場

全国高等学校総合体育大会 全国高等学校総合文化祭

クラブ別 配分金額状況（大学）
指定先クラブ名 件数 配分金額（円）

１ 硬式野球部 10 130,137

２ 空手道部 	 2 14,694

３ 駅伝競走部 	 2 5,901

４ 祭式研究部 	 2 78,025

５ 雅楽部 	 1 797

6 柔道部 	 3 29,540

7 排球部 	 3 131,922

8 合気道部 	 1 49,583

9 よさこい部＂雅” 	 1 4,885

10 茶道部 	 1 9,770

11 居合道部 	 1 10,000

計 27 465,254

代 行 手 数 料＊ 11,746

合　　計 477,０００

＊代行手数料：クレジット会社等の決済代行に伴う
手数料。各クラブへの配分金額は、寄付金額から
代行手数料を差し引いた金額となっております。 皆様からの応援に感謝し、活躍を誓う部員たち

本番に向け、力の底上げを図る

仲の良さも強さの秘訣

総
文
祭
に
出
展
し
た
奥
田
さ
ん
の
作
品

「
光
の
記
憶
」

インフォメーション

スポーツ

アカデミック

グローバル

地 域 連 携

カルチャー＆スポーツ

Information

Academic

Global

Sports

Regional Collaboration

Culture & Sports
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本校の魅力を多面的に発信
中高でオープンスクール開催

和歌山県へ分散型修学旅行

友だちとの仲を一層深めた２日間
� ３ 年 ８ 組　鈴  木  悠  太

海の環境を守る活動をしていきたい
� １ 年Ａ組　迫  本  菜  那

一生の思い出に
� １ 年Ａ組　三 島 香里奈

修学旅行での学びをこれからに生かす
� ３ 年 ８ 組　髙　橋　　彩

6 月26日に皇學館中学校で
「第 1回オープンスクー

ル2022〜皇學館で楽しもう〜」
が開催された。学校紹介では生
徒代表が学校行事や部活動につ
いて説明。写真やスライドを多
用し、小学生にもわかるよう平
易で簡潔な言葉でまとめられた
内容は、日頃の朝スタ（朝学習）
や授業で培った発信力を十分に
発揮するものであった。体験授
業は「算数」と「英語」で実施
された。算数は「日常生活をプ

ログラミングで繋げよう」と題
し、歯磨きが完了するまでの手
順を ①歯ブラシを持つ ②歯磨
き粉をつける…と分解。何気な
い日常の行動を数学的に考えた。
英語ではiPadを使い、外国人講
師と画面越しにマンツーマンで
オンラインレッスンを行った。
さらに個人相談ブースや動画ブ
ース、制服展示コーナーを設け
たことで、より詳しく本校の魅
力を発信することができた。
　第 2回は 8月20日、高校は ９

月 3・ 4日に第 1回が開催され、
いずれも参加者から ＂満足＂ の
声が多く聞かれたイベントとな
った。

南紀白浜へ 3年生が修学旅行を実施。新型コロナウイルス感染防
止の観点から 6月21日、22日は 1〜 5組、同月22日、23日は 6

〜11組と分散しての参加となった。現地では鬼ケ城や白良浜、那智大
社などの観光地を巡り、仲間との旅を満喫した生徒たち。以下に感想
を紹介する。

6 月 3日、 1年生が志摩市の「志摩自然学校」にて研修を行
った。午前中は真珠講座とブレスレット作り、午後は海岸

に移動しシーカヤック体験を楽しんだ生徒たち。皆で力を合わせ、
協力し、交流を深める場となった。

１ 年生が志摩市で校外研修

　南紀白浜の修学旅行を通して、これからの学校生活に生
かせることを多く学びました。ひとつは人と関わることの
楽しさです。学校での仲間と 2日間共にし、今まで知らな
かった新たな面を発見したり、見学先で出会った方々と地
域の話を共有したり、人と接するからこその楽しさをたく
さん実感しました。また、パンフレットや画面の中でしか
見たことのなかった南紀白浜の風土や景色に触れ、地域や
環境によって起こる自然の変化に感動しました。
　新型コロナウイルスの影響で思うような活動ができない
中、クラスでの初めての遠征はとても充実した時間でした。
それは集合時間に遅れないなど、当たり前のことを全員で
できた結果だと思います。「望ましい集団のあるべき姿を知
り、豊かな情操と深い見識を養う」という目的を果たせた
修学旅行だったと思います。学んだことをここで終わりに
せず、これからにつなげていきます。

　新型コロナウイルスの影響で行先が北海道から和歌山
に変わったり、延期になったりと不安が多い中、自分は
本当に楽しめるのだろうかという気持ちでいっぱいでし
た。しかし、実際に行ってみると、昔家族で訪れたこと
がある場所でもその時とは全く異なる視点で楽しめ、ま
たバスガイドさんによる分かりやすい説明のおかげでさ
らに知識を深めることができ、いつの間にか最初に感じ
ていた不安がなくなっていました。
　特に印象深いのはホテルでの自由時間です。友だちと
一緒に寝てご飯を食べるのは最初で最後の経験だったし、
普段学校では見られない友だちの意外な一面を知ること
ができ、より一層仲が深まったと思います。今回、さま
ざまな制限がある中で自分たちが楽しめるよう旅行を企
画してくださった先生方やバスガイドさん、何より、修
学旅行に行かせてくれた家族に感謝したいと思います。

　私は校外研修でたくさん海の恵みに触れることができ
ました。
　真珠講座では真珠に関する色々な知識を学びました。
真珠は海の環境を守ればずっと作り続けられることや、
そのことにつながるSDGsの目標など ＂今＂ に関係してい
ることを学びました。シーカヤックでは無人島でウニや
カキ、ウミウシなどさまざまな生物に出会いました。ウ
ミウシは小さく青い色をしていてかわいかったです。

　今回の研修を通して私はこ
のような体験が次世代にも受
け継がれるようにした方がい
いと思いました。これからは
海の環境を守る活動に少しで
も積極的に携わっていきたい
と考えています。

　私は今回の校外研修でいろんなことを学ぶことができ
ました。
　 １つ目は真珠についてです。真珠は世界最古の宝石と
言われていて、１８８８年に英虞湾で養殖が始まったことを
知りました。また、真珠ができるまで約 2年もかかるこ
と、７.５ミリの真珠をとるにはアコヤガイの命を奪うこと
になると知り、真珠はとても価値のある宝石だと思いま
した。
　 2つ目はシーカヤックです。ボートを漕いでいた時、イ
ンストラクターの先生から「上手になりましたね」と言
われ、うれしかったです。無人島に着いたら、理科の先
生が話していた海藻のミルがたくさん生えていました。
ウニも見つけました。
　今回の研修を通して私はクラスのみんなとさらに仲良
くなることができ、一生の思い出になったと思います。

中
高
合
同

高
　
校

中
学
校

保護者も参加しての体験授業

皇學館高等学校
募集定員 ₃₁₅名（内部進学者含む）

募集コース 進学コース・特別進学コース

願書受付
令和 ₄ 年₁₂月 ₅ 日㈪～
令和 ₅ 年 ₁ 月 ₅ 日㈭ ₁₅：₀₀まで

出願方法 インターネット（WEB）出願

試 験 日 令和 ₅ 年 ₁ 月₂₅日㈬
教　　科 国語・数学・英語・理科・社会

オープンスクールのご案内
下記日程以外の見学も可能です。
詳しくはお問合せください。

第 ₂ 回オープンスクール
「入試問題を知ろう!」

₁₀月 ₉ 日㈰ ₁₀：₀₀～₁₃：₀₀
学校説明、入試説明、吹奏楽部によるミニコンサート、
入試過去問題解説（英語・数学）、入学相談会 など

第 ₃ 回オープンスクール
「クラブ活動を知ろう!」

₁₁月₁₃日㈰ ₁₀：₀₀～₁₃：₀₀
学校説明、入試説明、吹奏楽部によるミニコンサート、
生徒によるクラブ紹介、クラブ見学、入学相談会など

問合せ先
皇學館高等学校 ＴＥＬ₀₅₉₆⊖₂₂⊖₀₂₀₅

皇學館中学校
新たに「Ｓ日程入試」を導入!

募集人数 S日程（特別専願）₁₀名程度・A日程（一般・
専願）₂₅名程度、併せて ₃₅名

S日程

出願期間
令和 ₄ 年₁₂月₁₂日㈪～
令和 ₅ 年 ₁ 月 ₃ 日㈫ ₁₅：₀₀まで

出願方法 インターネット出願

試験日時 令和 ₅ 年 ₁ 月 ₅ 日㈭ ₈：₃₅集合

入試科目

PBLプレゼン型 館友推薦型
基礎学力試験、課
題解決調べ学習と
プレゼンテーション

基礎学力試験、
作文

A日程

出願期間
令和 ₄ 年₁₂月₁₂日㈪～
令和 ₅ 年 ₁ 月 ₆ 日㈮ ₂₃：₅₉まで

出願方法 インターネット出願

試験日時 令和 ₅ 年 ₁ 月 ₈ 日㈰ ₈：₃₅集合

入試科目

一　　般 専　　願

国語・算数・社会・
理科・英語
※国・算必須。社・理・英
から2 教科選択し、得
点の高い1教科採用

国語・算数
※英語外部試験の
有資格者に加点

オープンスクールのご案内

第 ₃ 回オープンスクール₂₀₂₂
～皇學館で学ぼう～
₁₁月 ₆ 日㈰ 
学校説明・入試説明・入試対策授業 など

※HPにて申込が必要になります。約 1カ月前から受付開始予
定です。

問合せ先
皇學館中学校 ＴＥＬ₀₅₉₆⊖₂₃⊖₁₃₉₈㈹

令和 ₅ 年度生
皇學館高等学校・中学校募集要項

中学校入試が大きく
変わります!

詳しくはホームページの募集要項をご覧ください。
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お問合せ先●教学振興会事務局 ＴＥＬ₀₅₉₆︲₂₂︲₆₃₁₃

令和3年度 収支決算報告
　学校法人皇學館の令和 ₃ 年度決算は、令和 ₄ 年 ₅ 月₃₀日開催の理事会で承認されましたので、ここにその内容を報告致します。
　なお、公式ホームページ（https://www.kogakkan-u.ac.jp）の大学概要～IR情報～事業報告～令和 ₃ 年度にて、法人設置
の教育研究機関・学校法人の組織機構・入学生数・在籍者数・卒業生数・進路状況及び法人の事業報告書、財務の概
要等を公表しておりますので、併せてご覧ください。
　令和 ₃ 年度収支決算書は、以下のとおりです。

┤₁資金収支計算書 ├
　この計算書は、企業会計におけるキャッシュフロー計算書に近いもので、当該会計
年度の教育研究活動及びその活動に付随する全ての資金の動きと内容を明らかにする
ことを目的としています。
　令和 ₃ 年度においては、前年度に引続き新型コロナウィルス感染症への対応による教
育活動の中止等もありましたが、教室等の除菌清掃、オンライン授業併用の環境整備等
の実施を継続し、教育活動の充実を図りました。また、地
域貢献の一環としてコロナワクチン職域接種を実施し、学
内者以外にも近隣高校の生徒や伊勢市民の方への接種を行
いました。

資金収支計算書（法人全体）
令和 3年 ４月 １日〜令和 ４年 3月3１日	 単位：千円

収入の部
科目 予算 決算 差異

学生生徒等納付金収入 3,８42,０５2 3,８８4,292 △42,24０

手数料収入 ６4,94７ ６3,０５１ １,８9５

寄付金収入 ７０,８92 ８０,323 △9,43１

補助金収入 ７８2,4８9 ８１3,８５７ △3１,3６８

資産売却収入 ０ 3００ △3００

付随事業・収益事業収入 3０,５3８ １７,７4１ １2,７9６

受取利息・配当金収入 ６,０５７ １１,０８０ △５,０23

雑収入 24０,24５ １８７,4０７ ５2,８3７

借入金等収入 ０ ０ ０

前受金収入 ６６０,８１4 ６１６,６７５ 44,１3８

その他の収入 １１１,993 １８５,9８4 △７3,99０

資金収入調整勘定 △７５０,44８ △７9８,343 4７,８94

当年度資金収入合計� ① ５,０５９,５7９ ５,０6２,３7０ △２,7９１

前年度繰越支払資金 2,34７,０７4 2,34７,０７4

収入の部合計 7,４０6,6５３ 7,４０９,４４４ △２,7９１

支出の部
科目 予算 決算 差異

人件費支出 2,７44,3８０ 2,６92,０７１ ５2,3０８

教育研究経費支出 １,2００,42５ １,０9０,3７５ １１０,０49

管理経費支出 4５０,５9０ 4１2,949 3７,６4０

借入金等利息支出 ０ ０ ０

借入金等返済支出 ０ ０ ０

施設関係支出 ６１,８５８ ６１,５７2 2８５

設備関係支出 １32,０4５ １１７,4８６ １4,５５８

資産運用支出 ７１１,2７4 ７８０,５１６ △６9,242

その他の支出 １4６,１99 １５9,2８０ △１3,０８０

［予備費］ （０）
2０,０００ 2０,０００

資金支出調整勘定 △６６,０００ △６６,939 939

当年度資金支出合計� ② ５,４００,77２ ５,２４7,３１３ １５３,４５９

翌年度繰越支払資金 2,００５,８８１ 2,１６2,１3１ △１５６,2５０

支出の部合計 7,４０6,6５３ 7,４０９,４４４ △２,7９１

当年度資金収支差額�①−② △３４１,１９３ △１８４,９４３ △１５6,２５０

┤₂事業活動収支計算書 ├
　この計算書は、企業会計における損益計算書にあたるもので、学園の経営状況を表
し、令和 ₃ 年度における事業活動収支の均衡状況とその内容を明らかにするものです。
事業活動収支を「教育活動収支」「教育活動外収支」「特別収支」に区分し、企業会計に
より近い形式となっています。

事業活動収支計算書（法人全体）
令和 3年 ４月 １日〜令和 ４年 3月3１日	 単位：千円

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

科目 予算 決算 差異

学生生徒等納付金 3,８42,０５2 3,８８4,292 △42,24０

手数料 ６4,94７ ６3,０５１ １,８9５

寄付金 4０,８92 4５,993 △５,１０１

経常費等補助金 ７39,39１ ７７2,2８9 △32,８9８

付随事業収入 3０,５3８ １７,７4１ １2,７9６

雑収入 2５５,８５０ 2０１,７００ ５4,１49

教育活動収入計 ４,９7３,67０ ４,９８５,０6９ △１１,３９９

事
業
活
動
支
出
の
部

科目 予算 決算 差異

人件費 2,７８3,０５１ 2,７29,０１６ ５4,０34
（退職給与引当金繰入額） （８６,１５4） （８4,42７） （１,７2６）

教育研究経費 １,６７3,０9０ １,６23,１39 49,9５０
（減価償却額） （4７2,６６５）（５32,７６3）（△６０,０9８）

管理経費 4８１,７６０ 444,５０７ 3７,2５2
（減価償却額） （3１,１７０） （3１,3０3） （△１33）

徴収不能額等 ０ ０ ０

教育活動支出計 ４,９３7,９０１ ４,7９6,66３ １４１,２３7

教育活動収支差額 ３５,76９ １８８,４０6 △１５２,6３7

教
育
活
動
外
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

科目 予算 決算 差異

受取利息・配当金 ６,０５７ １１,０８０ △５,０23

その他の教育活動外収入 ０ ０ ０

教育活動外収入計 6,０５7 １１,０８０ △５,０２３

事
業
活
動
支
出
の
部

科目 予算 決算 差異

借入金等利息 ０ ０ ０

その他の教育活動外支出 ０ ０ ０

教育活動外支出計 ０ ０ ０

教育活動外収支差額 6,０５7 １１,０８０ △５,０２３

経常収支差額 ４１,８２6 １９９,４８6 △１５7,66０

特
別
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

科目 予算 決算 差異

資産売却差額 ０ ０ ０

その他の特別収入 ８６,49８ ７9,9８０ ６,５１７

特別収入計 ８6,４９８ 7９,９８０ 6,５１7

事
業
活
動
支
出
の
部

科目 予算 決算 差異

資産処分差額 2８,７１５ 2８,4１５ 299

その他の特別支出 ０ ０ ０

特別支出計 ２８,7１５ ２８,４１５ ２９９

特別収支差額 ５7,7８３ ５１,５6５ 6,２１7

［予備費］ （０）
2０,０００ 2０,０００

基本金組入前当年度収支差額 ７9,６０9 2５１,０５2 △１７１,443

基本金組入額合計 △１０,44６ ０ △１０,44６

当年度収支差額 ６9,１６3 2５１,０５2 △１８１,８８9

前年度繰越収支差額 △3,3１2,１７６ △3,3１2,１７６ ０

基本金取崩額 ０ ０ ０

翌年度繰越収支差額 △3,243,０１3 △3,０６１,１24 △１８１,８８9

【参考】

事業活動収入計 ５,０66,２２５ ５,０76,１３０ △９,９０５

事業活動支出計（予備費含む） ４,９８6,6１6 ４,８２５,０7８ １6１,５３7

┤₃貸借対照表 ├
　この計算書は、決算日における資産及び負債、純資
産の内容及び在り高を明示し、学校法人の財政状態を
明らかにすることを目的としています。固定資産につ
いては、「有形固定資産」「特定資産」「その他の固定資
産」の ₃ つの中科目を設けて表記しています。

貸借対照表
令和 ４年 3月3１日	 単位：千円

資産の部
科目 本年度末 前年度末 増減

固定資産 １7,５９２,３２０ １7,３００,９４２ ２９１,３7８
　有形固定資産 １１,１９５,００7 １１,6０４,6４８ △４０９,6４１
　　土地 ５５１,349 ５５１,349 ０

　　建物 ７,39８,999 ７,６9６,００3 △29７,００3

　　構築物 ５０１,５８4 ５34,2５８ △32,６７4

　　教育研究用機器備品 ６１７,24６ ７０3,１2０ △８５,８７4

　　管理用機器備品 42,８１７ ５５,８4７ △１3,０3０

　　図書 2,０4８,８１9 2,０2８,4１０ 2０,4０9

　　車両 34,１9１ 3５,６５８ △１,4６７

　特定資産 6,２6５,7１０ ５,５6３,０１８ 7０２,6９１
　　第 3号基本金引当特定資産 １６2,０4０ １６2,０4０ ０

　　退職給与引当特定資産 １,233,3６５ １,233,3６５ ０

　　施設維持引当特定資産 2,92８,６７4 2,42８,６７4 ５００,０００

　　学園財政調整引当特定資産 １,4００,０００ １,2００,０００ 2００,０００

　　学生寮施設維持引当特定資産 １０,０６６ ７,4８０ 2,５８５

　　教学振興基金引当特定資産 １５０,０００ １５０,０００ ０

　　篠田学術振興基金引当特定資産 ６4,０６８ ５9,9６６ 4,１０１

　　津田学術振興基金引当特定資産 3０５,１3８ 3０８,８3７ △3,６99

　　奨学金引当特定資産 １2,3５７ １2,６５3 △29５

　その他の固定資産 １３１,6０２ １３３,２7５ △１,67３
　　電話加入権 3,9５9 3,9５9 ０

　　有価証券 １０9,５9６ １０9,５9６ ０

　　差入保証金 ５,０１６ ５,０１６ ０

　　預託金 １０,０００ １０,０００ ０

　　長期未収入金 ６００ １,2００ △６００

　　長期貸付金 2,43１ 3,５０4 △１,０７3

流動資産 ２,7５３,８7１ ２,８４０,５３１ △８6,66０
　　現金預金 2,１６2,１3１ 2,34７,０７4 △１８4,943

　　補助活動支払資金 2１０,０８3 23５,4０１ △2５,3１７

　　研修旅行費等預り資産 23０,4５８ １６０,4７4 ６9,9８4

　　未収入金 １１５,５9７ 94,８８１ 2０,７１６

　　販売用品 １,4５１ １,７０６ △2５4

　　短期貸付金 １,０2１ 994 2７

　　立替金 １4,3７１ ０ １4,3７１

　　前払金 １８,７５６ ０ １８,７５６

資産の部合計 ２０,３４6,１９１ ２０,１４１,４7４ ２０４,7１7

負債の部
科目 本年度末 前年度末 増減

固定負債 １,１6１,９８6 １,１7８,８４３ △１6,８５7
　　退職給与引当金 １,１０2,８１５ １,０８０,１６4 22,６５１

　　長期未払金 ５9,１７１ 9８,６７８ △39,５０７

流動負債 １,０２6,８１５ １,０５6,２９３ △２９,４7８
　　未払金 １０６,44６ １2５,７６2 △１9,3１６

　　前受金 ６１６,６７５ ６８3,34５ △６６,６７０

　　預り金 3０3,６93 24７,１８５ ５６,５０８

負債の部合計 ２,１８８,８０１ ２,２３５,１３6 △４6,３３５

純資産の部
科目 本年度末 前年度末 増減

基本金 ２１,２１８,５１３ ２１,２１８,５１３ ０
　　第 １号基本金 2０,７2６,4７3 2０,７2６,4７3 ０

　　第 3号基本金 １６2,０4０ １６2,０4０ ０

　　第 4号基本金 33０,０００ 33０,０００ ０

繰越収支差額 △３,０6１,１２４ △３,３１２,１76 ２５１,０５２
　　翌年度繰越収支差額 △3,０６１,１24 △3,3１2,１７６ 2５１,０５2

純資産の部合計 １８,１５7,３８９ １7,９０6,３３7 ２５１,０５２
負債及び純資産の部合計 ２０,３４6,１９１ ２０,１４１,４7４ ２０４,7１7

ご寄付のお願い
　皇學館では、教育・研究の充実等に活用させていただく寄付金を賜っております。各寄付の趣意を
お汲み取りいただき、何卒本学の教育・研究振興にご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

大学強化指定クラブ
協賛金 大学

法人 ₁ 口 ₁₀,₀₀₀円
個人 ₁ 口 ₃,₀₀₀円

大学では、駅伝競走部、柔道部を強化指定クラブとし、全国
で活躍できる選手の育成に努めています。競技力の向上の
ため、皆様の協賛金への協力をお願いします。

駅伝競走部、柔道部の活躍をデジタル版
第 ₂ 号で紹介しています。ぜひご覧ください。

教学振興会 大学  高校  中学
法人 ₁ 口 ₂₀,₀₀₀円
個人 ₁ 口 ₅,₀₀₀円

未来の日本を担う人材を育成するため、大学・高校・中学で
は教育研究活動、学生・生徒への修学支援活動、国際交流活
動、地域社会貢献活動など多彩な教学振興活動を行ってお
ります。皆様の熱意あるご協力とご支援をお願いします。

皇學館 大学  高校

クラブ応援メッセージ募金
法人 ₁ 口 ₂,₀₀₀円
個人 ₁ 口 ₁,₀₀₀円

学生・生徒のクラブにご支援をいただく寄付金です。寄付金
は、指定のクラブに直接届く資金となり、活動の強化・充実に
役立てられます。クラブへの応援メッセージも受け付けてお
りますので、ぜひお寄せください。

支援制度のご案内
本学が高等教育修学

支援新制度の
対象機関に継続認定

　意欲ある子どもたちの進学を支援する
ため、令和 ₂ 年 ₄ 月から文部科学省が実
施している高等教育修学支援制度の対象
機関に、本学が今年度も継続して認定さ
れました。新型コロナウイルス感染症の
影響で世帯収入やアルバイト収入が減っ
た人は支援対象になる可能性があります。
詳細は下記をご覧ください。

◦文部科学省
　特設サイト

◦給付奨学金
　シミュレーション�
　（生徒・学生向け）

お問合せ先  学生支援部学生担当
ＴＥＬ₀₅₉₆︲₂₂︲₆₃₁₇

◢

【注１】記載金額は千円未満を切り捨てて表示しています。　
【注2】貸借対照表の注記は省略しています。

教学振興会（神社界・卒業生・企業
など）、皇學館サービス他からいた
だきました「教育活動に対する寄
付金」です。

教育活動に関する経常費等補助
金です。

教育研究経費及び管理経費の
減価償却額合計は 5 億 6 千 4
百 6万円となりました。

教育活動収支差額は、1億 8 千
8百万円の黒字となりました。

教育活動収支及び教育活動外
収支を合わせた経常収支差額は
1億 9千 9百万円となりました。

施設設備に関する寄付金（高等
学校後援会からのバスの買い換えへ
の寄付金）と施設設備への補助金、
その他各所から頂戴した図書等
の現物寄付等を計上しています。

建物、構築物、機器備品、図書の
資産処分額です。
R 3 年度は、高等学校で使用の
車両（バス）買い換えに伴う処分を
行いました。

純資産が2億5千1百万円の増
となりました。

前年度比 マイナス115名の学生
生徒数4,067名分の学納金等の
納付金です。
【内訳】（R3.5.1現在）
　　　大学（院専含）� 2,956名
　　　高中� 1,111名
※前年度の学生生徒数は、�
4,182名でした。

教学振興会（神社界・卒業生・企業
など）、皇學館サービス株式会社、
中学校・高等学校後援会他から
いただいた寄付金です。

国や地方公共団体からの補助金です。
例年の経常費補助金に加え、令和 3
年度は大学部門において国の「修学
支援新制度」の実施に伴う支援金は
1 億 8 千 2 百万円となりました。また、
防災機能等強化緊急特別推進事業
補助金を獲得し、総合体育館メインア
リーナ吊り天井の改修を行い、私立学
校情報機器整備費（遠隔授業活用推
進事業）補助金を獲得し、5 号館 6 教
室ノートパソコン整備やオンライン授
業ライセンスの整備を行いました。高
等学校・中学校部門においては施設
高機能化補助金を獲得し、3 号校舎
トイレの改修を行いました。

令和 3年度に実施した入試により、
令和 4 年度の入学予定者から徴
収した入学金を含む納付金です。
入学手続者数は、大学・高等学
校・中学校合わせて1,532名でした。

本務教員173名、本務職員109名、
兼務職員19名他の人件費を支出
しました。

教育研究諸活動や管理運営に必
要な消耗品費、奨学費、光熱水費、
旅費交通費、施設修繕費、保守管
理費等を支出しました。R 3 年度は、
総合体育館メインアリーナ吊り天井
改修と照明のLED化を行いました。

大学では、5 号館空調設備更新、
第一グラウンド観覧席屋根増設、受
変電設備更新を、高等学校では3
号校舎のトイレ改修等を行いました。

大学431教室及び 7号館の 5教室
AVシステムの更新、学籍・教務シス
テムサーバ更改、大学高校間光ケ
ーブル敷設、5号館 6教室設置ノー
トパソコンの整備等を行いました。

令和 3 年度末の支払資金残高
は、2,162,131千円となり、「教育
活動資金収支差額」は、691,730
千円の黒字となりました。
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高い志とチャレンジ精神でもって学内のみならず、さまざまな
フィールドで活躍している皇學館生たち。本コーナーでは 
彼らの熱い思いとともに、その活動ぶりをご紹介します。

世界的コントラバス奏者への第一歩!
大西梓菜さ

（高３）
んがWinnersコンサートに参加

打田快生さ
（高３）

んが
全国高校総体 男子₁₁₀mHで ₄ 位入賞

春季リーグ本塁打王の村田怜音さ
（教育３）

ん
皇大初のNPBプロ野球選手をめざし練習の日々

竹本紘子さ
（高３）

んの作品「私の先生」が
全国高校総文祭に出展

　昨年 ９月のストリングアベニュー国際コンクール・オータム2021で第 1位
（コントラバス）に輝いた吹奏楽部の大西梓菜さん（高 3）が 6月2９日から ７月 5
日にかけポーランドで開催された、上位入賞者によるWinnersコンサートに
出演。ソロ演奏やオーケストラとの共演、世界各地の＂音楽家の卵＂たちとの
交流を楽しんだ。「今回の経験を通し、音色や表現の殻を破る必要性などたく
さんの課題が見つかりました。何より勉強になったのは、同年代の出演者の

演奏を聴いたこと」と大西さん。「皆さ
んが個性を発揮しているのは、曲や作
曲家に対して真剣に向き合い、掲げた
理想に近づけようとしているから。演
奏家としての心構えだけでなく、内向
的になっていた自分の演奏スタイルや
将来像を見直すきっかけになりまし
た」。また、とくに印象に残った出演者
として16歳の韓国人ピアニストYumin 
Choさんを挙げ、「彼の演奏は聴く人が
音の意味や意志を汲み取ることができ、
曲の解釈に多くの時間をかけていると
感じました。私も魅せる演奏をし、い
つか彼と共演できる日を楽しみに頑張
ります」と新たな目標を語る。
　未来の音楽界を担うであろう若き演
奏家の一人として歩み始めた大西さん。
今後の活躍に注目だ。

　四国を中心に開催された全国高校総体「躍動の青
い力四国総体2022」。同大会陸上男子110mHが 8 月
７日に徳島県鳴門市で行われ、打田快生さん（高 3）
が 3位と 0秒01差の14秒8７で 4 位入賞を果たした。
「本来ならもっと上をめざせた」と悔しさを滲ませつ
つも、「当日はあまり調子が上がらなかった中で 4位
に入賞でき、素直に嬉しいし、ホッとした」と打田
さん。同時に、インターハイにしっかりと調子のピ
ークを合わせてくるトップアスリートたちの高い調
整力を実感したようだ。
　110mHを通して、探究心と頭を使って練習する大切さを学んだと語る打田
さん。そんな打田さんと切磋琢磨し合う陸上部仲間がいる。同種目に出場し
た河北柊真さん（高 3）だ。「ハードリング（ハードルをとび越すこと）が非常に上
手く、人一倍の向上心・研究心でもって努力し続けられる人」と一目置き、互

いに励まし合って鍛錬を重ね
てきた。卒業後は別々の大学
で競技を続けるふたり。打田
さんは関東の名門大学に入学
を希望していて、「今後は学生
だけでなく、実業団の選手た
ちとも戦うため、さらに実力
をつけて、大学では日本一を
めざしたい」と意気込む。さ
らなる活躍に期待大だ。

　今年の三重県学生野球春季リーグで ７季連続 ９
回目の優勝を果たした本学硬式野球部。同リーグ
で本塁打王に選出されたのが村田怜音選手（教育
3）だ。身長1９6センチ、体重110キロの恵まれた体
型を生かした長打力が魅力。三重県学生選抜メン
バー（デジタル版第 2号参照）として参加した 8月の
JABA 高山市長旗・飛騨市長杯高山大会では中京
学院大戦で中越えにソロ本塁打を放つなど存在感
を見せつけた。
　目標は「皇大初のNPBプロ野球選手」。実現の
ため、「小さなことの積み重ね（積土成山）がプロに行くための道。一球・一振
りで仕留める力とスピードボールに対応できる力を身に付けるには一日たり
とも鍛錬を疎かにはできない」と自らを鼓舞する。意識するプロ野球選手は
幼馴染でもある中日ドラゴンズの岡林勇希選手だ。オフシーズンには一緒に
練習や食事をする仲で、早く同じ舞台に立ちたいと意気込む。「今は明治神宮

野球大会に出場することが最優先。
自分がチームを引っ張る立場である
ことを忘れず、秋の三重県リーグ戦
では 8本のホームラン（ 1試合 1本）
を打ち、かつ神宮でもホームランを
打って名を知れ渡らせたい」。昔から
＂史上初＂という言葉が好きと語る村
田さん。皇大初のNPBプロ野球選手
への期待がかかる。

　今年 1月22日に開催された県高校写真連盟による
第40回新人写真コンテストで本校写真部の竹本紘子
さん（高 3）の作品「私の先生」が応募総数425点の頂
点である金賞に輝き、第46回全国高等学校総合文化
祭東京大会（７/31〜8/4）に出展された。
　「多くの先生方にモデルになっていただき、時間を
かけて撮影した作品だったので本当にうれしい」と
竹本さん。こだわりは＂表情＂。「私にしか撮影できな
い表情を引き出したい」と話す。同作品でもそれぞれの先生の個性や特徴を
表すにふさわしい場所や状況、背景を考えるのに苦労したと言い、「たとえば

現代文の先生は陽気で楽しい授業を
してくれるので、写真を見た瞬間に
教科や性格がわかる表情が出るよう、
会話しながら撮影しました」。
　写真の魅力を「見る人によって感
じ方が違うところ」と竹本さん。撮
影については「身の回りの人を撮る
とき、表情やポーズを決めてしまい
がち。でも、私は今生きているその
瞬間、みんながいつも私に見せてく
れる表情を撮りたい。難しいけど、喜
んでもらえると撮影してよかったと
思います」と譲れないポリシーを語
る。今後の作品が楽しみだ。

現地の音楽学校でレッスンを受けた大西さん。
教授（prof.�Waldemar�Tamowski）と2 人で 公式戦でホームランを打つ村田選手

互いの健闘を称える打田さん（左から4人目）と河北さん（同3人目）
第40回新人写真コンテストで金賞を受賞し、全国
高校総文祭に出展された「私の先生」
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